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要旨
７０年代の初頭，日系三世を中心にリドレス運動が始まる。リドレス運動とは，第二次世界大戦
中の強制収容政策により被った有形，無形の損害に対する公式謝罪と金銭的補償をアメリカ政府
に求めた運動である。三世は公民権運動やアジア系アメリカ人運動に刺激を受けてエスニック意
識に目覚め，日系の文化的継承や歴史に関心を寄せるようになった。それは同時に，主流階級の
生活様式や価値観への追従の拒否を意味し，二世の同化志向からの転換を示すものである。強制
収容を経験した二世としていない三世の間には，日系というエスニシテイに対する意識に違いが
ある。二世は収容所に収監されたことで，ステイグマ化されたエスニシテイを拒絶し同化志向を
強めたのである。文学作品においては，この世代間の違いがどのように扱われているのだろう
か。本稿ではまず，サンディエゴの二世に行ったインタビューに基づき，強制収容の体験を振り
返る。そして，三世作家のシンシア・カドハタ，デイヴイッド・ムラ，リデイア・ミナトヤの作
品において，二世の強制収容の記憶や戦後の同化志向がどのように描かれているかを分析する。
三世が両親世代の同化志向に抵抗し，日系というエスニシテイの肯定へと向かう意識の変容をた
どってみたい。
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Abstract
lntheearly70s，stimulatedbythecivilrightsmovementandAsianAmerican
movement，Sansei，ayoungergenerationofJapaneseAmericans，ｓｔａｒｔｅｄｗｈａｔｉｓｋｎｏｗｎ
ａｓｔｈｅ“RedressMovement,，，aneffbrttoobtamanoffIcialapologyandreparations
fromthefbderalgovernment、Sanseibecameconsciousoftheirethnicityandinterested
incultureandtraditionthelsseigenerationbroughtfromJapan，which，ａｔｔｈｅｓａｍｅ
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time，indicatesthattheyrefUsedtofbllowthemainstreamvalues，unlikeNisei・There
isagenerationalgapinethnicconsciousnessbetweenNiseiwhowentthrough
concentrationcampandSanseiwhodidn，t・NiseirejectedJapaneseethnicity
stigmatizedbybeingincarceratedａｓｅｎｅｍｙａｌｉｅｎ，ａｎｄｔｒｉedtoassimilatemtothe
mainstream・Howisthisgenerationaldifferencedealtwithinliteraryworks？Inthis
paper，first，ＩｗｉｌｌｔｒａｃｅｔｈｅｃａｍｐｍｅｍｏｒｉｅｓｏｆＪａｐaneseAmericans，basedonmy
interviewswithNiseilivinginSanDiego・Then，analyzinghowNisei,scampmemories
andtheirassimilationafterthewararedescribedfromaSanseｉｖｉｅｗｐｏｉｎｔｉｎｔｈｅ
ｗｏｒｋｓｏｆＣｙｎｔｈｉａＫadohata，DavidMura，andLydiaMinatoya，Iwilldiscussthat
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ことで，日系というエスニシティを恥じていた。
こうした要因が作用し合い，二世は日本語や日本
的文化の継承を失い，白人中産階級の文化的基準
を吸収していく。強制収容問題はもちろん，戦
後も存続する日常的な差別や偏見にも沈黙して
｢120％アメリカ人」となるように努め（竹沢132)，
モデル・マイノリティとなっていった。ここで注
目したいのは，二世と三世の世代間に見られる日
系というエスニシテイに対する姿勢の違いであ
る。自らのエスニシティを拒絶して同化志向で
あった二世に対し，三世は日系の文化や歴史に関
心を寄せて自らのエスニシティを肯定的にとら
えようとしている。では，こうした世代間のエス
ニック意識の相違は文学作品においてどのように
描かれているのであろうか。
本稿ではまず，二世が戦後日本的文化や伝統を
棄却し主流社会への同化に努めるようになった背
景を考えたい。強制収容体験に関しては二世作家
が自叙伝や小説の形式で作品を書いているが，こ
こではボストン収容所に収監されたサンデイエゴ
に住む二世へのインタビューをもとに，日本軍の
パールハーバー攻撃から収容所を出た後までの二
世の体験をたどる｡’彼らは６才から１９才の時に
収容所に送られており，収容体験の記憶はさまざ
まであるが，一人一人の強制収容をめぐるライ
はじめに
７０年代の初頭，公民権運動やアジア系アメリカ
人運動に刺激された日系三世を中心にリドレス運
動が始まる。リドレス運動とは，第二次世界大戦
中の強制収容政策により被った有形，無形の損害
に対する公式謝罪と金銭的補償をアメリカ政府に
求めた運動である。「白人アメリカ人流のアメリ
カ化の拒絶，人種差別や社会的不正義への抵抗」
という精神を高く掲げたアジア系アメリカ運動が
高揚するなかで（竹沢166)，三世は強制収容をア
ジア系に対する人種差別の象徴的な事件として他
のアジア系アメリカ人と共に問題化していった。
三世はエスニック意識に目覚め，日系の文化的継
承や歴史に関心を寄せたが，それは同時に，主流
階級の生活様式や価値観への追従の拒否を意味
し，二世の同化志向からの転換を示すものであ
る。二世は強制収容所を出所後，主流社会に受容
されるために懸命に努力し，アメリカ化し，同化
しようとしたと言われる。彼らは収容所内で主流
社会への同化を強く奨励された上に，収容所を出
るとアメリカ社会は冷戦構造下にあり，白人中産
階級の一元的な価値への同化，アングロ・コン
フオーミテイが強化されていた。また，アメリカ
人にもかかわらず敵性外国人として収監された
















